
資料2－9  

臨床研修について  

○ 医師の確保に当たっては、先般公表した「臨床研修に関する調査」の中間報   

告が参考となると考える。研修医が臨床研修修了後の研修先を選択した琴眉と   

して挙げたもので多かったのは、  

①専門医取得につながる  

②優れた指導者がいる   

等であり、「大都市である」、「給料、処遇がよい」などは少なかった。  

○このことから、∴研修医は臨床研修修了後の研修先を選択する際にも研修プ旦   

グラム、御ている魅力ある病院を選択する、ということがわか   

る。  

○また、「出身地である」、「実家に近い」などもそれぞれ20％くらい答えてお   

り、今後、大学の地域枠の有効性が示唆される。  

県立病院の開設  ○ 研修プログラムを作成するのは、それぞれの病院であるが、  

グラム作り、指導  者である各都道府県は、爛  

体制の強化を推進していただきたい。  
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照会先：  

医政局医事課医師臨床研修推進室  

課長補佐宮本  

主 査森川   

電話 03－5253－1111   
内線 2568、2563  

平成18年5月23日   

平成17年度「臨床研修に関する調査」中間報告の概要  

（研修2年次生の進路について）   

厚生労働科学研究費補助金研究「新医師臨床研修制度の評価に関する調査研究」班  

及び「卒前教育から生涯教育を通じた医師数育の在り方に関する研究」班において、  

臨床研修に関する調査を実施しているところであるが、この度、研修2年次生の進路  

に関する中間報告を作成した。   

調査票の回収中であるが、本中間報告は、参考として研修2年次生の進路  

を中心に取りまとめたものである。追って取りまとめる最終報告と確定数等  

が異なるため、本中間報告の利用に際し、注意が必要である。  

照会先：  

医政局医事課医師臨床研修推進室  

課長補佐 宮本  

主  査 森川  

電話 03－5253－1111  
内線 2568、2563  
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Ⅰ調査の概要  

1．調査目的  

新医師臨床研修制度の効果等を検証・分析するための基礎となるデータを収  

集するため、臨床研修病院及び研修医に対し調査を行うもの。  

2．調査対象  

単独型及び管理型臨床研修病院  

単独型相当及び管理型相当大学病院   （合計で849施設）  

当該病院の研修プログラムに在籍する臨床研修医  

（1年次 7，526人、2年次7，344人計14，870人）  

3．調査内容  

共通質問（全病院、全研修医（1年次、2年次））  

・研修の満足度、研修修了後の進路等  

追加質問（2年次研修医5人に1人）  
・知識、技術等の修得状況等  

4．実施時期  

平成18年3月（配布）   

5．調査方法   

病院用と研修医用の調査票を各病院に郵送し、研修医用の調査票を病院で取りま  

とめたのち、病院用調査表と合わせて郵送で回収した。  

平成18年4月11日時点での2年次生研修医回収数2500（34．0％）で、  

2年次生の研修修了後の進路に関する項目について集計を行った。  

6．集計対象者の概況  

性別  人数（人）  割合（％）   

男性  1，613   64．5 

女性   863   34．5   

不明   24   1．0   

計   2500  100．0  

年齢平均27．7歳（標準偏差 2．6歳）Ⅱ 調査結果の概要  

1臨床研修修了後の進路について  

（1）臨床研修修了後の進路  

臨床研修修了後の進路について尋ねたところ、大学病院で勤務・研修を行う者   

は48．6％、市中病院で勤務・研修を行う者は38．2％であった。  

大学病院で臨床研修を行った看では、研修終了後に大学で勤務・研修を行う者   

が76．3％であった一方、臨床研修病院で研修を行った看では、28．9％であった。  

一方で、大学病院で臨床研修を行ったものでは、研修終了後に市中病院で勤  

ー135－   



務・研修を行うものが12．1％であった一方、臨床研修病院で研修をおこなった看  

では、57．7％であった。  

臨床研修修了後の進路  

n＝2500  

■臨床系大学院  

□基礎・社会系大学院  

口市中病院で動揺・研修  

■基礎・社会系研究者  

圏開業  

■医療行政  

口医療・研究以外  

n＝1029  大学病院  

学
 
 

習
 
 

†
 
 

臨床研修病院  n＝1414  

0％  20％  40％  60％  80％   100％  

（2）臨床研修修了後の研修先を選択した理由  

臨床研修修了後の勤務・研修先を決定した理由（複数回答）では、最も多かっ   

たのは、「専門医取得につながる」の40．4％。次いで、「優れた指導者がいる（31．   

2％）」、「現在研修している（31．0％）」であった。  

動静先・す♯先を選んだ理由  
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臨床研修修了後の進路を大学病院・市中病院で分けて、勤務先・研修先の選択  

理由をみると、以下の通り。   

大学病院（大学院進学を含まない）を進路に選んだ理由は、「出身大学である  

から（48．8％）」、「専門医取得につながるから（44．4％）」が多かった。   

市中病院を進路に選んだ理由は、「現在研修している（42．5％）」、「専門医  

取得につながる（39．7％）」が多かった。  

大学病院■市中病院別 臨床研修修了後の進路決定の理由（qも）  
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2 専門としたい診療科について  

（1）専門としたい診療科をきめているか   

臨床研修修了後に専門とする診療科を決めているかどうか尋ねたところ、86．2％   

（2，154人）が診療科を決めていた。一方、12．8％は「決めていない」と回答した。   

（2）専門としたい診療科   

診療科を決めていると回答した2，154人について、専門としたい診療科を尋ねた   

ところ、最も多いのは内科310人（14．4％）であった。続いて外科184人（8．5％）、   

小児科182人（8．4％）、整形外科139人（6．5％）、麻酔科137人（6．4％）とな   

っていた。また、産婦人科は103人（4．8％）であった。  

診療科   人数   割合   診療科   人数   割合  

（人）   （％）  （人）   （％）   

内科   310  14．4％  救命救急   41   1．9％   

外科   184   8．5％  脳神経外  3了   1．7％   

科  

小児科   182   8．4％  心臓血管  33   1．5％   

外科  

整形外科   139   6．5％  総合診療  0．8％   

科   

麻酔科   137   6．4％  呼吸器外  14   0．6％   

科  
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消化器科   132   6．1％  小児外科   0．5％   

循環器科   128   5．9％  病理   0．5％   

産婦人科   103   4．8％  リ／lビリテーショ  9   0．4％   

ン科  

精神科   98   4．5％  基礎系   8   0．4％   

眼科   83   3．9％  心療内科   5   0．2％   

皮膚科   83   3．9％  美容外科   5   0．2％   

放射線科   66   3．1％  リウマチ科   4   0．2％   

泌尿器科   60   2．8％  緩和ケア部  4   0．2％   

門  

呼吸器科   58   2．7％  その他   42   1．9％   

耳鼻咽喉  46   2．1％  不明   0．8％   

科  

神経内科   45   2．1％  全体   2154  100．0％   

形成外科   42   1．9％  

（3）診療科を選んだ理由   

もっとも多いのは、「学問的に興味がある」の63．0％。次いで、「やりがいがあ   

る（59．7％）」、「その科の対象が好き（47．6％）」であった。  
鯵せ科を遭んだ理由  

TCrI  
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（4）専門としたい診療科の変化と理由   

診療科を決めているものに対して、臨床研修の前後で進みたい診療科が変わっ   

たかどうかを尋ねた。臨床研修の前後で進みたい診療科を変えたものは35．8％   

（772人）であった。   

診療科を変えたものに、理由をたずねたところ、最も多かったのは、「研修し   

て興味がわいたから」で、71．4％であった。   

「研修して大変だと思った」のは18．4％であった。  
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診療科をたえた理由  
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（5）性別にみた専門としたい診療科   

専門としたい診療科を性別に見ると、女性医師の割合が高いのは、リハビリテ   

ーション科（77．8％n＝9）、リウマチ科（75．0％n＝4）、産婦人科（71．8％n＝103）   

であった。女性医師の割合が低いのは、美容外科（0．0％n＝5）、緩和ケア（0．0％∩＝4）   

であった。  
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性別にみた専門としたい診療科   

リハビリ科   

リワマテ科   

産婦人科  

皮膚科  

唯科   

放射線科  

麻酔科  

小児科   

耳鼻咽喉科   

形成外科  

内科  

基礎系  

病理  

全数  

精神科  

医療行政  

神鰹内科   

総合診療科  

救命救急  

消化器科  

循環器科  

心療内科   

脳神経外科  

外科   

／三＼児外科  

呼吸器科  

心髄血管外科  

泌尿器科  

整形外科   

呼吸蕃外科  

緩和ケア  

美容外科  

0％  20Ii  40％  60ち  80†b  lOO㌔  

（6：I専門としたい診療科別にみた臨床研修修了後の進路  

診療科別に臨床研修修了後の進路をみると、眼科（80．7％）皮膚科（78．3％）、   

耳鼻科（73．9％）といった診療科では大学で研修を行う（大学院への進学を含む）   
割合が高い  

一方、総合診療科（64．7％）、呼吸器外科（64．3％）では、市中病院で勤務・   

研修を行う割合が高い。  
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診療科別臨床研修修了後の進路   

基礎系  

眼科  

皮膚科  

形成外科  

耳鼻咽喉科  

泌尿器科  

放射線科  

リハビリ科  

整形外科  

小児外科  

産婦人科   日大学で勤務・研修  

美容外科  ■臨床系大学院  

心療内科  ロ基程・社会系大学院  

麻酔科  
三日市中病院で勤務・研掛  
■基碇・社会系研究者 

脳神経外科  

R  こ  ■  

病理  

心臓血管外科   

循環纂科  

緩和ケア  虞  ヽ  

リウマチ科  

内科  

小児科  

神経内科  

消化集村  

救命救急  

呼吸纂科  

外科  

呼吸暮外科  

総合診療科  

0＼  

※大学で勤務・研修を行う（大学院への進学を含む）割合順。  

（参考）  

－141－   



20代医療施設従事医師診療科別割合く平成14年）  
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n＝26206  

厚生労働省大臣官房統計情報部平成14年医師・歯科医師・薬剤師調査  

※平成16年度より開始した医師臨床研修制度の影響を除くため、平成14年調査結果を提示し   
た。  
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臨床研修医在籍状況の推移  

平成15年度  平成16年度  平成17年度  平成18年度  
区分  

研修医数  比率  マッチ結果  比率  研修医数  比率  マッチ結果  比率  研修医数  比率  マッチ結果  比率  研修医数  

臨床研修病院   2，243  27．5   3，193  41．2   3，262  44．2   3，784  47．3   3．824  50．8   4，184  51．7   4，266  

大学病院   5，923  72．5   4，563  58．8   4，110  55．8   4，216  52．7   3，702  49．2   3，916  48．3   3，451  

計   8，166  100．0   7，756  100．0   7，372  100．0   8，000  100．b   7，526  100．0   8．，100  100．0   7，717  

一  
．lゝ  

？※研修医数については、各年度、国家癒験合格発表後の厚生労働省医政局医事課調べ   

※※ マッチ結果については、マッチング未参加者（自治医科大学、防衛医科大学校卒業生等）を含まない   



都道府県別研修医在籍状況推移  

平成15年度  増 減  平成17年度  増 減  平成18年度  増 減   増 減  
都道府県                     採用実績①  ②一①  採用実績②  ②－①  採用実績③  ③－②  ③⊥①   

北∴海道 288   40   319   3 302   △17   14   

青 森 県  56  2  49  △7  50  口  △6   
岩 手 県   38   20   65   27   75   10   37   

宮 城 県   88   4   103   15   113   10   25   

秋 田 県   61   6   63   2   71   8   10   

山 形 県   56   △14   58   2   56   △2   0   

福 島 県   79   4   68   △11   82   14   3   

茨 城 県   85   13   105   20   117   12   32   

栃 木 県   119   △13   114   △5   113   △1   △6   

群 馬 県   119   △35   88   △31   98   10   △21   

埼 玉 県   118   77   177   59   216   39   98   

千 葉 県   268   △25   276   8   295   19   27   

＝＝  一  三■・  ：1一，707  1■△3拍  ∴1，290  ニ∴△‘417  ◆1．323  ’∵裏  ’1△384   
神 奈 川 県   404   93   545   141   578   33   174   

新 潟 県   89   3   91   2   87   △4   △2   

富 山 県   59   △3   54   △5  62   8   3   

石 川 県   95   2   66   △29   55   △11   △40   

福 井 県   48   △16   31   △17   44   13   △4   

山 梨 県  54  △17  46  △8  41  △5  △13   
長 野 県   104   △14   112   8   109   △3   5   

岐 阜 県   116   △28   86   △30   100   14   △16   

静 岡 県   109   37   146   37   178   32   69 

愛 知 県   436   2   482   46   483   47   

三 重 県   77   △12   61   △16   64   3   △13   

滋 賀 県   83   △13   79   △4   66   △13   △17   

京 都 府   411   △143   312   △99   280   △32   △131   

大÷∴阪二∴肝 689   A∴1‖   58白   △、 633   ヰ畠   △∴ち6   

兵 庫 県   310   △56   282   △28   302   20   △8   

奈 良 県   101   △17   71   △30   61   △10   △40   

和 歌 山 県   68   △19   56   △12   60   4   △8   

鳥 取 県   51   40   △11   30   △10   △21   

島 根 県   30   18   42   12   60   18   30   

岡 山 県   146   2   134   △12   142   8   △4   

広 島 県   181   △47   143   △38   125   △18   △56   

山 口 県   93   △23   67   △26   61   △6   △32   

徳 島 県   68   △9   36   △32   46   10   △22   

香 川 県   50   2   46   △4   46   0   △4   

愛 媛 県   65   6   69   4   55   △14   △10   

高 知 県   47   △6   44   △3   36   △8   △11   

嬉∴、：iJ岡；J・J県 546   鳥△・耳目   4由   △∴由   4由   6   Å∴ラ了   

佐 賀 県   58   △1   54   △4   43   △11   △15   

長 崎 県   105   △31   103   △2   88   △15   △17   

熊 本 県   115   △15   107   △8   90   △17   △25   

大 分 県   54   △19   47   △7   41   △6   △13   

宮 崎 県   50   △3   34   △16   35   △15   

鹿 児 島 県   91   14   87   △4   87   0   △4   

沖∴∵縄県 81   58   127   46  1二49   22   68   
計   8，166   △794   7，526   △640   7，717   191   △449   

※ 採用実績は厚生労働省医政局医事課調べ  

－144－   




